う も 名 古屋は 近代化し にくい 性質ら しい。 

とはい ふ もの、、 年々 歳々、 たえず 変化 はしつ、 あ 

るの だ。 昭和 三年に は、 昭和 三年ら しい 色彩が ある 害 

だ。 それ を スケッチして 見ようと いふの が、 この ー篇 

の 目的 だが、 何しろ 書斎の 虫の こと だから、 碌な 観察 

は 出来 かねる。 

広小路 

名 古屋を 西から 東へ 横断す る、 いは > 銀座 通りで あ 

る。 名 古 屋駅を 下りてから 柳 橋、 納屋 橋 を 越す まで は、 

銀座 どころ か、 銅 座 か 鉛 座ぐ らゐの 感じし かないが、 



一た び 納屋 橋に 立って、 静かに 東 を 向いて 眼 を 放つな 

らば、 さすがに、 近代 都市の 面影 を 認めざる を 得ない。 

十数 年 前まで は、 視野の まん 中に、 はるかむ かう に 日 

清 戦争 記念碑が、 生殖器 崇拝 論者 を 喜ばせ さうな 形 を 

して 突立ち、 なく もがな の 感じ を 起させた もの だが、 

今 は、 覚王 山の ほとりに 移されて、 視野に 入る もの は、 

第一 銀行 支店、 三 井 銀行 支店、 住友 ビル、 名古屋 銀行、 

明治 銀行な ど —— 考 へて 見れば、 拝金 宗の 寺院ば かり 

であるが —— 両側に いは ゆる 輪 奐の美 を 争って 居る。 

おお たてもの 

尤も、 都市の 大 建物で、 拝金 宗の 権化なら ざる もの は 

尠 なく、 ニュ ー ョ ー ク のゥ— ルゥォ ー ス. ビル ヂング 



の 案内書に、 商業 寺院 Church of Commerce として 

紹介され て あるの は、 さすがに ヤン キ— だけあって、 

言 ふこと が 徹底的で ある。 

街の 両側に ある 柳 は、 初夏の 頃な ど、 眺め 心地が 頗 

るい、。 その 柳に 因んで 名づ けられた 新 柳 町に、 前記 

の 諸 寺院の 大部分が ある 訳 だが、 旧 本丸から 熱 田まで 

縦走して 居る 本 町筋との 交叉点から、 巿の 中心 をな す 

大津 町筋と の 交叉点 までが いは、 V もっと も 繁昌な と ザ J 

ろであって、 『栄 町』 の 名 は 至って ふさ はしい。 その 栄 

町と 大津 町との 交叉点に 立って、 暫くの 間、 眼 を 四方 

に 配るならば、 モダ ー ン名 古屋の 特徴が しみぐ 感ぜ 



られ るで あらう。 

東北 隅に 座 を 占めて 居る 赤 煉瓦の 建物 は 日本銀行 名 

古屋 支店で、 この 支店 を 動かす ことが 出来なかった ゝ 

め、 大津 町筋 を 真直に する ことが 出来ず、 電車 線路が 

歪んで 居る ところ は、 弁膜 不全の 心臓 を 見る やうで あ 

る。 赤 煉瓦の 建物な ど、 どう 考 へても 時代遅れ だが、 

その 時代遅れの 建物に がん 張られて、 街の 方 を 歪めた 

ところな ど は、 どうも やっぱり 名古屋 式で あるら しい _ 

日本銀行 支店な ど、 名 古 屋の三 銀行 (名 古屋、 愛知、 

明治) から 見れば 問題に されて 居ない の だが、 いや、 

むしろ 継子 扱 ひなの だが、 その 継子の ために 折角の 都 



巿の 美観 を 犠牲に すると はげに も 残念 至極な ことで は 

*k ヽ ゝ o 

るレカ 

その 日本銀行と 対角線 的 位置に あるの が、 旧 伊藤 呉 

服屋、 今 は 栄屋と 称する 食料品 専門の 販売店で ある。 

近々 改築され る 害で、 いやもう 一日 も 早く 改築して ほ 

しいと 思 はれる、 旧式な 洋風 建物で、 而も その 中で、 

台所 専門の あきな ひが 行 はれて 居る とい ふの も、 やつ 

ぱリ 名古屋 式で あるか も 知れな い。 

あとの 二つの 角に ある 建物 は、 これと いふ 特徴の な 

いもので、 名 古 屋巿の 中心点 はい はゾ、 まことに さび 

しい ものである。 たゾ、 大津 町筋 を 南に さがる と、 松 



坂 屋デパ —トが ぁリ、 昨今 はどう やら、 そちらへ 中心 

点が 移動し さ うで あるが、 広小路 を はなれて 中心点 を 

つくる こと は 当分 はどう もむ づか しさう である。 その 

証拠に、 断髪 ゃセ— ラ— パンツ は、 やはり 広小路に 最 

も 多く 見られる からで ある。 メニ キュア ド- ハンドに 

スネ— ク ウッドの ケ— ンを 持ち、 しゃんとした ネ クタ 

いわゆる 

ィを かけた 所謂 広小路 伯爵 は、 カフェ— • ライオン、 

カフェ ー • キリン を 根城と して、 夜になる の を 待ち か 

ねる ので ある。 

一 たび 夜の 帷が 下される と、 広小路 は 名代の 夜店 

の 街と か はる。 なにも 之れ は 珍ら しい 現象で はないけ 



大須 界隈 

東京の 浅 草、 大阪の 千日 前、 京都の 新 京 極、 それに 

おおす 

匹敵す るの が 名古屋 の大須 である。 そこに は 金 竜 山 浅 

草 寺なら ぬ 北 野 山 真 福 寺が あって、 俗に これ を 梅 ぼし 

の 観音と いふ。 梅 ぼしと は、 『お、 酸！』 (大須 ) とい 

ふ 駄洒落 だが、 実は 先年まで、 観音 堂の 裏手に 『大 酸』 

ならぬ 『大 あま』 旭 遊廓が あって、 大須の 繁盛した の 

は、 半ば そのためであった。 旭 遊廓 は 今の 中 村に 移転 

したの だが、 その 当座、 遊郭 を 飯の 種と して 居た 人た 

ち は、 この 先 どうなる ことかと 蒼くな つたけ ど、 観音 

様の 御利益 は、 『刀刃 段々 壊』 で、 だん/ \ よくな つた 



など、 いふの は 罰当たりな 駄洒落 かも 知れない。 

観音様の 境内が、 食べ物の 店で 占領され て 居る こと 

は、 こゝに 至って 名 古屋の 特徴が 最も 露骨に あら はれ 

て 居る と 言って よい。 仁王門から 本堂に 通ず る 道 は、 

食べ物 店 を 迂回す る。 何と 痛快な 現象で はない か。 

こゝ 十数 年 前まで は、 すべての 民衆 娯楽 機関が、 境内 

のい は、 V 四面 を 取り囲んで 居た が、 今 は 映画が 主にな 

つて、 もう、 あの 説教 源氏 節の 芸子 芝居 は 見られな く 

なって しまった。 説教 源氏 節 は 誰が 何と 言っても、 名 

古屋の もので、 名古屋 情調 を たっぷり 持った もの だが、 

今 はもう、 安来 節な どに 押されて、 大須 から 程遠から 



ぬ 旧 末広 座 を 活動 小屋に した 松 竹 座で、 アメリカ 本場 

に 劣らぬ ジャズが 聞け るな ど、 時の 力 は 恐ろしい もの 

である。 

大須 とい へば 縁日 を 思 ふ。 香具師 は やっぱり 大須を 

中心として 活動して 居る の だが、 これ ももう 追々 すた 

れて、 珍ら しい 芸は 見られ なくなった。 昔 は 夜の 大須 

は、 到底 広小路な どの 及ぶべく もない ほど 活気が あつ 

たもの だが、 遊郭が なくなつ てから は、 げっそりと 寂 

しくな つた。 観音 堂 裏 は、 昔の 不夜城の 入口で、 今 僅 

かに 玉 ころがし や 空気銃、 夏向きに は 鮒 釣りな どで、 

職人 肌の 兄貴 連 を 引きつけ て 居る が、 弦歌の ひ、 V きば 



たりと 絶えて 二三の 曖昧 宿に、 臨検に おびえながら 出 

入リ する 白い 首が 闇に うごめく だけで はた ゾ もう 淋し 

さの 上塗り をす る だけで ある。 

スケッチでなくて 何だか 懐旧談の やうに なって しま 

つた。 けれども、 明治 末期に 生まれた モダン • ボー ィ 

ならざる 限り、 現在の 大須を ながめて は、 その 昔大須 

にあ ふれて 居た 名古屋 情調 を 顧り みて 借まざる を 得な 

いので ある。 さう して 一 たび 旧名 古屋 情調 をし のび は 

じめ たなら ば、 今の 名古屋 で、 だんだん 勢力 を 得て 来 

た モダン. カフェ ー へ は、 ちょっと、 はいる 気が なく 

なる ので ある。 



まだた つた 三年ば かり 前で あるのに、 それ 以後、 四十 

軒に も 殖えた の は、 一 種 異様の 現象でなくて はなら な 

い。 はじめ 易い 商売 だとい つても、 客がなければ 自然 

につ ぶれなければ ならぬ のに、 ますく 殖えて 行く 傾 

向の あるの は、 やっぱり 新時代に 適して 居る からで あ 

らう。 

その カフェ ー と共に、 今 名古屋 で、 漸次 流行しょう 

として 居る のが、 ダンス. ホ ー ルで ある。 大阪で 禁止 

された、 めの 一種の 調節 現象 かも 知れぬ が、 その ダン 

ス • ホ— ルの 一 つが 中 村 遊郭に 出来て 遊郭よりも よく 

流行って 居る の は 皮肉な こと ゝ いはねば ならぬ。 とい 



ふよりも、 遊郭 経営者の 一考 を 要すべき 点で あらう。 

中 村 遊郭 

たと ひ 中 村 遊郭が、 東洋 一 の 建築 美 を 誇っても、 さ 

ひょうき やく 

うして 今な ほ 木の香 新ら しく 嫖 客 の 胸 を 打っても、 

やはり 遊郭 は 旧時 代の 遺物で ある。 いっそ 古ければ ま 

だ 古いだ けに 思 ひ 出 も 深いの だが、 元 亀 天 正の 昔 をし 

のぶ 外、 (とい ふの は、 中 村 はいふ 迄 もな く、 太閤 様の 

出生地な ので) 何のよ すが もない となると、 大門 を 入 

つて 両側に 美しく ならぶ 雪洞に も、 た y もう 人肉の 切 

ちなまぐさ 

売りと いふ、 現実の 血腥 いやうな 感じ を そ、 られる 



原因の 一 つで あるら しい。 尤も、 それ は 大店 だけの こ 

とだが、 巿 内で、 比較的 廉価な 遊びが 出来る もの だか 

ら、 わざ/ \ 遠くまで 出張に 及んで 高い 金 を 払 ふ 必要 

がない とい ふ 論者が 可な りに 多い。 誠に そのと ほりで 

ある。 巿 内に 於け るい は、 V 私娼、 乃至み づ てん 芸者の 

跋扈 は 恐ろしい もので、 筆者の 手許に は、 相当の 材料 

も 集って 居る けれど、 これ は スケッチに 用の ない 事、 

沈黙 を 守って、 蓋 を あけない ことにしよう。 

午前 零時と いへば、 遊郭 は 最も 繁昌し なければ なら 

ぬのに、 その 頃 試みに 中 村 遊郭 内 を 散歩して 見る がよ 

ひやかし 

い。 素 見の 客が あちらに チラ リ、 こちらに チラ リ、 と 



ころ^^に タ クシ ー が 横 づけに なって 居て、 まるで、 

猖獗な 伝染病 流行 当時の 都市 を 見る 様で ある。 一 つ 

しかない 名 古屋の 遊郭 だ。 こんな ことに 力を入れ るべ 

き 性質の もので はない が、 もっと 繁昌して くれなくて 

は、 名 古屋の 御城と ともに、 今に 民衆の 心と 没交渉に 

なる かも 知れない。 

名 古屋で スケッチすべき ところ は、 まだ ほかに 沢山 

ある。 熱 田 は 今 は 名 古屋巿 内と なった が、 そこに は 尊 



き 熱 田 神宮が ある。 なほ 又 名 古 屋巿 民に 近頃 追 々 喜ば 

れ 出した 鶴 舞 公園 は スケッチの 種に ならぬ こと はない 

けれど、 公園な どの スケッチに 出かけて は、 近頃 流行 

の 感冒に でも 襲 はれる と 悪い から、 今日は この辺で 筆 

をと y めて 置く。 
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